
古
代
語
の
副
詞

「
す
な
は
ち
」

f!P 

と
の
比
較
か
ら
｜

一
、
は
じ
め
に

現
代
語
の
「
す
な
わ
ち
」
は
前
の
文
や
語
の
い
換
え
で
あ
る
こ

と
を
表
す
接
続
詞
で
、
前
後
の
内
的
な
つ
な
が
り
の
関
係
が
強
い
。

古
代
語
の
「
す
な
は
ち
」
は
、
事
態
の
時
間
的
な
位
置
づ
け
を
表
す

名
前
と
、
起
動
ま
で
の
時
間
最
を
表
す
副
詞
が
、
主
た
る
用
法
で
あ

っ
て
、
時
間
的
に
緊
密
な
関
係
を
表
す
。
「
す
な
は
ち
」
は
、
本
来
動

作
の
終
了
時
点
を
一
不
す
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
後
続
の
動
作
・
事
態
が

連
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
を
表
す
副
認
に
な
っ
た
。
漢
文
訓
読
で
は
、

「
即
」
に
問
機
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
即
」
字
を
「
す
な
は
ち
」

と
読
む
よ
う
に
な
り
、
他
の
「
別
」
「
乃
い
「
便
」
等
に
も
こ
の
耕
、
が

用
い
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
接
続
詞
と
し
て
の
順
接
や
換
言
の
用
法

が
、
「
す
な
は
ち
」
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。
波
①

従
来
「
す
な
は
ち
」
は
、
漢
文
訓
読
の
影
響
を
受
け
た
語
と
し
て

の
考
察

山

崎

貞

子

論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
意
味
に
着
目
す
る
と
、
動
作
・
事
態
の

終
了
と
と
も
に
、
次
の
動
作
・
状
態
が
開
始
す
る
状
況
を
示
し
て
お

り
、
継
起
的
な
待
問
関
係
を
表
す
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
中
古
の
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
の
時
間
的
意
味
に
焦
点
を

当
て
て
、
そ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
「
即
」
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
上
代
の
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』

『
万
葉
集
』
の
「
即
」
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
即
」
に
つ
い
て
比
較

検
討
す
る
。
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二
、
「
す
な
は
ち
」
の
時
間
的
意
味

『
万
葉
集
』
に
「
仮
名
書
き
」
は
見
ら
れ
ず
、
次
の

例
が
「
す
な
は
ち
」
の
訓
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
盛
時
」

の



（
）
一
審
公
鳥
鳴
之
登
時
君
之
家
が
往
跡
泊
者
将
至
鴨

（
ほ
と
と
ぎ
す
な
き
し
す
な
は
ち
き
み
が
い
へ
に
ゆ
け
と
お
ひ

し
は
い
た
り
け
む
か
も
）

（
『
万
葉
集
』
巻
八
・
一
五

O

（
一
）
に
つ
い
て
、
山
田
（
一
九
三
五
）
で
は
、
「
登
時
」
は
、
中

国
の
後
漢
以
降
六
朝
頃
の
俗
語
で
あ
っ
て
「
す
な
は
ち
」
の
訓
が
与

え
ら
れ
た
と
し
、
「
即
時
」
に
等
し
い
と
し
て
い
る
。
小
島
（
一
九
六

四
）
も
、
間
様
の
指
摘
を
し
た
上
で
、
そ
の
献
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
注
②

「
登
時
い
は
、
ス
ナ
ハ
チ
（
「
即
」
）
と
も
、
ソ
ノ
ト
キ
（
「
即
時
」
）

と
も
よ
め
る
が
何
れ
も
同
じ
意
で
あ
る
。
（
中
略
）
も
と
も
と
、
ソ

ノ
ト
キ
は
ス
ナ
ハ
チ
と
開
じ
意
味
で
あ
る
。
ソ
ノ
ト
キ
と
は
了
度

そ
の
時
に
あ
た
る
意
で
、
換
言
す
れ
ば
ス
ナ
ハ
チ
（
短
時
間
を
示

す
ス
ナ
ハ
チ
）
の
意
と
も
な
る
。
（
中
・
八
二
八
頁
）

吋
助
字
排
略
』
に
も
「
盛
時
猶
一
一
一
一
口
二
即
時
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
登

時
」
の
訓
が
「
す
な
は
ち
」
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
（
一
）

は
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
い
た
そ
の
時
す
ぐ
に
あ
な
た
の
家
に
行
つ
て

な
け
と
追
い
や
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
そ
ち
ら
に
つ
い
た
で
し
ょ
う

か
J

と
い
う
意
味
に
な
る
。

「
す
な
は
ち
」
の
語
源
に
つ
い
て
、
吉
田
（
二

O
O
二
で
は
、

上
の
ス
ナ
は
サ
変
動
詞
の
ス
（
為
）
、
ナ
は
連
体
格
助
詞
の
ナ
（
一
般

に
使
わ
れ
る
ノ
の
異
形
）
と
考
え
ら
れ
、
ハ
チ
は
ハ
テ
（
終
・
果
）

で
あ
る
と
し
て
、
「
ス
ナ
ハ
チ
は
吋
為
る
こ
と
の
終
（
は
）
て
』
の

で
、
『
と
ど
の
詰
ま
り
・
す
る
と
す
ぐ
・
す
る
結
果
は
』
の
構
造
と
向

じ
く
、
ス
ル
事
の
果
テ
が
ソ
ノ
時
・
直
チ
ニ
・
ス
グ
ニ
の
意
味
に
移

っ
て
い
っ
た
。
」
（
一
二
一
頁
）
と
す
る
O

ハ
喜
吉
田
は
「
す
な
は
ち
」

の
意
味
を
、
動
作
の
終
了
の
時
点
か
ら
、
時
間
指
示
を
表
す
名
詞
「
そ

の
時
」
・
起
動
か
ら
の
時
間
最
の
小
を
表
す
副
詞
「
す
ぐ
に
」
に
変
化

し
た
と
捉
え
て
い
る
。
現
代
語
の
副
部
研
究
で
は
、
仁
田
（
一
一

0
0

二
）
が
、
事
態
の
外
的
な
時
間
的
位
置
づ
け
、
言
い
換
え
れ
ば
、
時

間
軸
状
に
お
け
る
事
態
の
出
現
・
存
在
位
置
を
示
す
も
の
（
「
そ
の
こ

ろ
」
「
そ
の
時
」
な
ど
）
を
時
の
状
況
成
分
と
し
、
時
間
の
中
で
の
事

態
の
出
現
や
展
開
の
あ
り
よ
う
と
い
う
、
事
態
の
内
的
な
時
間
的
特

性
に
関
わ
る
も
の
（
「
長
ら
く
」
「
す
ぐ
に
」
「
す
で
に
」
な
ど
）
を
時

間
関
係
の
副
詞
と
し
て
い
る
。
註
mw

（
以
下
時
間
副
詞
と
称
す
る
。
）

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
「
す
な
は
ち
」
の
時
間
的
意
味
に
着
目
し
て
、

「
す
な
は
ち
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

中
古
の
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
に
次
の
（
1
）
j

（S
）
の
用
法

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
接
続
詞
で
あ
る
（
4
）
は
、
吋
宇
津
保

物
語
』
に
一
例
、
（
5
）
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
一
例
の
み

で
あ
る
。
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（1
）
名
詞
と
し
て
、
連
体
形
に
本
接
し
て
、
従
属
節
や
副
部
句
を

作
る
も
の
「
：
・
す
る
と
す
ぐ
に
」

（2
）
名
詞
と
し
て
、
時
の
状
況
成
分
と
な
る
も
の
「
そ
の
と
き
」

（3
）
副
詞
と
し
て
、
時
間
関
係
を
表
す
も
の
「
す
ぐ
に
」



（4
）
接
続
詞
と
し
て
、
前
文
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
表
す
も
の
「
そ

こ
で
」

（5
）
接
続
詞
と
し
て
、
前
文
ま
た
は
語
の
い
い
か
え
を
表
す
も
の

「
い
い
か
え
る
と
」

（
一
一
）
悶
舘
羅
、
い
や
ま
す
ま
す
に
怒
り
て
い
は
く
「
：
・
天
稚

御
子
く
だ
り
ま
し
て
、
三
年
掘
れ
る
谷
に
、
天
女
ク
ダ

リ
、
音
啓
山
梨
を
し
て
う
ヱ
し
木
な
り
。
さ
で
す
な
は
ち
、

天
女
の
給
は
く
司
此
木
は
、
阿
修
羅
の
万
劫
の
罪
半
過

ぎ
む
世
に
、
山
よ
り
西
に
さ
し
た
る
枝
、
枯
れ
む
も
の

ぞ
：
・
』
と
、
の
給
ヒ
し
木
な
り
。
」

（
叫
宇
津
保
物
語
』

・四

（
一
一
一
）
そ
の
外
に
近
き
世
に
そ
の
名
聞
こ
え
た
る
人
は
、
す
な

は
ち
僧
正
遍
昭
は
歌
の
さ
ま
は
得
た
れ
ど
も
誠
少
し

（
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
）

秋
山
（
一
九
九
八
）
で
は
、
中
古
の
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
に
つ

い
て
、
（
3
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
用
法
は
回
定
化
し
て
い
る
と

し
て
、
副
詞
か
ら
接
続
詞
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
て
い
る
。

出
③
た
だ
し
、
副
詞
が
ど
の
よ
う
に
回
定
化
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
一
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
接
続
一
部
へ
の
拡
大
に
つ
い
て

は
漢
字
「
別
・
便
・
乃
・
載
」
等
と
の
比
較
や
各
資
料
で
の
詳
細
な 、、~

調
査
が
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
「
す
な
は

ち
」
の
主
な
用
法
で
あ
る
（
1
）（
2
）（
3
）
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

山
田
（
一
九
一
一
一
五
）
で
は
、
（
1
）
の
連
体
形
に
承
接
す
る
も
の
を

取
り
上
げ
、
「
い
や
つ
れ
も
即
時
の
義
に
近
し
と
見
ゆ
る
が
、
そ
の
語
の

本
質
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
連
体
諾
を
伴
へ
る
も
の
な
れ

ば
明
か
に
体
一
言
に
し
て
副
謂
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
こ
の
語
は
ヲ
定

の
時
』
を
さ
せ
る
語
に
し
て
決
し
て
副
詞
に
あ
ら
、
ず
J

（
一
七
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
（
2
）（
3
）
に
つ
い
て
は
、
「
多
く
の
『
す

な
は
ち
』
は
な
ほ
名
詞
な
る
べ
く
、
よ
し
や
こ
れ
が
既
に
副
詞
の
性

質
を
う
け
た
る
も
の
と
す
と
も
、
そ
の
意
義
は
司
邸
時
に
』
と
い
ふ

如
き
意
味
に
し
て
漢
字
の
『
乃
』
『
即
』
『
則
』
な
ど
の
意
な
る
司
す

な
は
ち
』
に
あ
ら
ざ
る
は
論
な
き
こ
と
な
り
。
」
と
す
る
。
山
田
は
、

副
詞
で
あ
っ
た
と
し
て
も
本
来
の
名
詞
の
意
味
を
有
す
る
と
し
て
い

る
が
、
名
詞
と
副
詞
の
意
味
に
つ
い
て
再
考
し
、
そ
の
時
間
的
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

ま
ず
、
（
1
）
連
体
形
に
承
接
し
て
、
従
属
節
や
副
詞
勾
を
作
る
「
す

な
は
ち
」
か
ら
見
て
い
く
。

ウ
t
唱
B
’pp＆

（四）

集
ま
り
て
と
く
下
さ
ん
と
て
、
綱
を
引
き
す
ぐ
し
て
、

綱
絶
ゆ
る
す
な
は
ち
、
八
島
の
鼎
の
上
に
、
の
け
ざ
ま

に
落
ち
給
へ
り
。
（
吋
竹
取
物
語
』
五
一
一
・
六
）

（
五
）
帝
、
舞
ひ
は
つ
る
す
な
は
ち
二
所
な
が
ら
砲
し
あ
げ
て
、



土
器
と
ら
せ
て
、

か
う
の
給
ふ
。

（
吋
宇
津
保
物
語
』
二
・
四
六
・
二
）

か
の
母
の
朽
女
、
さ
が
な
き
物
宵
ま
ど
ひ
し
て
ね
に
け

る
こ
そ
あ
れ
、
夜
ふ
く
る
す
な
は
ち
自
を
さ
ま
し
て
起

き
上
り
て
（
吋
大
和
物
語
』
一
一
一
六
五
・
二
一
）

（六）
F七

に
で
も
、
ま
づ
明
く
る
す
な
は
ち
、
こ
れ
を
大
事
に

て
見
せ
に
や
る
。

（
吋
枕
草
子
』
八
七

一一一一一了一四）

（
八
）
今
の
程
は
何
と
も
見
泰
り
給
フ
ま
じ
き
も
の
を
、
生
れ

給
ヒ
し
す
な
は
ち
ょ
り
御
懐
放
ち
奉
り
給
は
ず

（
吋
宇
津
保
物
語
』
・
一
一
一
一
・

（
九
）
わ
た
り
果
て
ぬ
る
す
な
は
ち
は
心
地
も
ま
ど
ふ
ら
ん
、

我
も
我
も
と
あ
や
ふ
く
お
そ
ろ
し
き
ま
で
さ
き
に
立
た

ん
と
い
そ
ぐ
を

（
吋
枕
草
子
』
一

五
回
・
一

（一

O
）
泰
た
た
む
す
な
は
ち
ご
と
に
君
が
た
め
千
と
せ
つ
む

べ
き
若
な
な
り
け
り
（
『
古
今
六
帖
』
由
）

（
四
）
は
、
中
納
言
が
燕
の
子
安
貝
を
手
に
取
っ
た
と
い
う
の
で
、

「
集
ま
っ
て
早
く
下
ろ
そ
う
と
し
て
綱
を
引
っ
張
り
す
、
ぎ
て
、
網
が

絶
え
る
と
す
ぐ
に
、
八
つ
鼎
の
上
に
仰
向
け
ざ
ま
に
落
ち
た
。
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
「
綱
が
絶
え
る
」
こ
と
と
「
落
ち
る
」
こ
と
が
、
継

起
的
な
関
係
で
あ
り
、
「
す
な
は
ち
」
は
、
「
・
：
す
る
と
す
ぐ
に
」
と

い
う
意
味
を
表
す
。
（
五
）
は
「
舞
終
わ
る
と
す
ぐ
に
」
、
（
六
）
は
「
夜

が
吏
け
る
と
す
ぐ
に
」
、
（
七
）
は
「
明
け
る
と
す
ぐ
に
」
で
、
い
ず

れ
も
連
体
形
に
承
接
し
て
、
従
属
節
を
作
っ
て
い
る
。
（
田
（
五
）
（
六
）

（
七
）
は
、
動
作
・
状
態
の
終
了
と
と
も
に
、
次
の
動
作
・
状
態
が

開
始
す
る
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
ら
は
、
（
一
）
の
『
万
葉
集
』
の
例
と

同
様
の
用
法
で
あ
り
、
「
す
な
は
ち
」
が
、
終
了
の
時
点
を
示
す
と
と

も
に
、
次
の
動
作
の
起
動
の
あ
り
ょ
う
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
割
前

匂
を
作
る
（
八
）
は
、
「
生
ま
れ
落
ち
た
そ
の
時
か
ら
」
で
、
過
去
の

時
点
を
示
し
、
（
九
）
は
、
「
行
列
が
終
わ
っ
た
そ
の
時
は
」
で
完
了

の
時
点
を
示
し
て
い
る
。
（
一

O
）
は
「
立
春
が
来
る
た
び
に
」
で
未

来
の
時
点
を
示
し
て
お
り
、
「
す
な
は
ち
い
は
承
接
す
る
時
制
を
選
ば

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
（
2
）
名
詞
と
し
て
時
の
状
況
成
分
と
な
る
も
の
で
、

軸
上
の
位
震
を
一
本
す
も
の
を
挙
げ
る
。

。。
宅
g
ム

k
J
4
日羽

位
什
日
行

二
大
将
「
い
ふ
か
ひ
な
き
～
附
帯
す
る
君
か
な
。
ま
ろ
が

は
、
す
な
は
ち
ょ
り
懐
に
こ
そ
入
レ
閉
店
た
れ
」

（
吋
宇
津
保
物
語
』
一
一
一
・
四
一

0
・九）



一
乙
督
の
さ
す
が
に
あ
は
れ
に
て
、
「
愛
に
は
す
な
は

ち
よ
り
、
『
御
夜
中
暁
の
事
も
知
ら
で
や
』
と
歎
き

侍
り
し
か
ど
、
道
頼
が
思
ふ
心
侍
り
て
、
司
し
ば
し
』

と
制
し
侍
り
し
な
り
。
」（吋
落
寝
物
語
』

一
八
六

一
）
隠
さ
し
あ
が
る
程
に
夜
さ
り
の
事
ど
も
申
さ
せ
給
。

若
宮
は
、
す
な
は
ち
ょ
り
寝
殿
に
通
る
渡
殿
に
お
は

し
ま
さ
せ
て
、
内
蔵
の
命
婦
・
殿
、
ふ
宣
旨
な
ど
添
ひ

奉
り
て
角
栄
花
物
語
』
下
・
二
一
七
・
）

「
す
な
は
ち
」
の
名
詞
の
用
法
の
う
ち
、
（
1
）
で
は
、
時
制
に
か

か
わ
ら
ず
、
承
接
す
る
動
作
・
事
態
の
終
了
時
点
を
示
す
が
、
（
2
）

で
は
、
主
に
過
去
の
時
点
を
示
し
て
い
る
。
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄

に
「
命
日
カ
ツ
テ
ム
カ
シ
ス
ナ
ハ
チ
ソ
ノ
カ
ミ
こ
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
「
す
な
は
ち
」
に
過
去
の
時
点
を
一
不
す
用
法
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
た
だ
し
、
（
2
）
の
用
法
の
ほ
と
ん
ど
が
「
よ
り
」
を
後
援

し
て
お
り
、
（
一
一
）
は
、
「
・
：
私
の
子
は
（
生
ま
れ
た
）
そ
の
時
か

ら
懐
に
入
れ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
で
、
生
ま
れ
た
直
後
か
ら

発
話
時
に
至
る
ま
で
大
切
に
育
て
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（
一

一
一
）
で
は
、
衛
門
の
替
が
落
寵
姫
の
父
で
あ
る
中
納
言
を
哀
れ
に
思

っ
て
言
っ
た
言
葉
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
姫
君
は
（
家
を
出
た
）

そ
の
時
か
ら
、
父
が
夜
中
や
暁
に
亡
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
嘆
い ） 

て
い
た
が
・
：
」
と
い
う
意
味
で
、
家
出
の
直
後
か
ら
父
の
身
を
案
じ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
一
一
二
）
で
は
、
若
宮
は
（
生
ま
れ
た
）
直
後

か
ら
寝
殿
に
通
じ
る
渡
り
廊
下
の
お
部
屋
に
お
移
し
申
し
上
げ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
過
去
の
終
了
の
持
点
の
産
後
か

ら
、
次
の
動
作
・
状
態
が
始
ま
っ
て
現
在
に
一
全
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
「
す
な
は
ち
」
は
過
去
の
時
点
を
示
す
が
、
「
よ
り
」
を
後
接
す

る
こ
と
で
、
そ
の
時
点
に
近
接
し
た
動
作
・
事
態
の
開
始
を
示
し
て

お
り
、
前
後
の
緊
密
な
関
係
を
表
す
性
質
が
、
用
法
に
反
映
し
て
い

る
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
（
3
）
の
時
間
副
詞
と
し
て
、
基
準
時
か
ら
の
時
間
量
の
小

を
表
す
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
基
準
時
が
明
ら
か
に
な
る
よ

う
に
会
話
文
（
手
紙
文
も
含
む
）
と
地
の
文
に
分
け
て
考
え
る
。
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（
一
四
）
「
石
し
侍
η
ノ
け
る
を
、
す
な
は
ち
候
は
む
と
せ
し
か
ど
、

彼
所
に
侍
る
人
の
日
頃
い
た
く
悩
み
給
へ
ば
、
女
御

な
ど
物
し
給
は
ぬ
程
な
れ
ば
、
又
見
譲
る
人
な
く
て
、

え
候
は
ず
侍
リ
つ
る
」

（
『
宇
津
保
物
語
』
一
一
了
一
七
八
・
二
二
）

五
）
御
か
へ
り
に
、
「
昨
日
は
、
し
か
物
し
侍
り
し
か
ば
、

す
な
は
ち
参
ら
ん
と
せ
し
を
、
日
暮
て
ん
。
只
今
参

ら
む
」
と
聞
え
給
へ
り
。（
『
落
窪
物
語
』

八
五
・
一
）



（
一
六
）

大
夫
、
「
一
日
の
御
か
へ
り
、
い
か
で
た
ま
は
ら
ん
。

ま
た
勘
首
あ
り
な
ん
を
、
も
て
ま
い
ら
ん
」
と
い
へ

ば、

2
な
に
か
は
」
と
て
か
く
。
「
す
な
は
ち
き
こ
え

さ
す
べ
く
思
う
た
ま
へ
し
を
、
い
か
な
る
に
か
あ
ら

ん
、
ま
う
で
、
が
く
の
み
お
も
ひ
て
は
べ
め
る
た
よ
り

に
な
ん
0

・
：
」
（
『
崎
蛤
臼
記
』
二
一
一
一
一
・
六
）

七
）
「
わ
ざ
と
、
召
し
と
侍
ら
ざ
り
し
か
ど
、
例
な
ら
ず
、

許
さ
せ
給
へ
り
し
喜
び
に
、
す
な
は
ち
も
、
参
ら
ま
ほ

し
く
侍
り
し
を
、
官
、
わ
た
ら
せ
給
ふ
と
、
う
け
給
し

か
ば
、
折
あ
し
く
や
は
と
て
、
今
日
に
な
し
侍
り
に
け

る
。
：
・
」
と
の
た
ま
ふ
に

（
『
源
氏
物
語
』
宿
木
五
・
七
一
・

ま
ず
会
話
文
の
例
を
挙
げ
る
と
、
（
一
四
）
は
、
「
お
召
し
に
芯
じ

て
、
す
ぐ
に
参
上
し
よ
う
と
思
っ
た
が
」
で
、
発
話
時
以
前
に
呼
び

出
さ
れ
た
時
を
基
準
時
と
し
て
「
そ
の
時
す
ぐ
に
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
（
一
五
）
は
、
発
話
時
の
前
日
に
（
越
前
守
が
）
そ
う
申
さ
れ

た
の
で
、
す
ぐ
に
参
上
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
す
な
は
ち
」
は
、
「
昨
口
μ
の
越
前
守
の
発
会
口
」
を
基
準
時
と
し
た
時

間
量
の
小
を
表
す
副
詞
で
あ
る
。
（
二
ハ
）
の
「
す
な
は
ち
」
は
、
文

践
に
あ
る
が
、
道
網
の
母
が
兼
家
へ
の
返
事
を
大
夫
（
道
綱
）
に
せ

。
か
さ
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
（
あ
な
た
様
か
ら
の
お
手
紙
を
い

た
だ
い
た
時
）
す
ぐ
に
お
返
事
を
さ
し
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
い
と
述
べ
て
い
る
。
（
一
七
）
は
、
蒸
の
中
君
に
対
す
る
言
葉

で
、
「
特
に
お
招
き
に
あ
ず
か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

と
違
っ
て
対
面
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
う
れ
し
さ
に
、
す
ぐ
に
も
参

上
し
た
く
思
い
ま
し
た
が
、
（
昨
日
は
）
匂
官
が
お
越
し
だ
と
う
か
が

い
ま
し
た
の
で
具
合
が
悪
か
ろ
う
と
思
っ
て
、
今
日
に
な
り
ま
し

た
J

と
述
べ
て
い
る
。
「
す
な
は
ち
」
は
、
許
可
の
出
た
昨
日
の
時

点
を
基
準
に
「
そ
の
時
す
ぐ
に
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。
（
一

回
）
（
一
五
）
（
一
六
）
（
一
七
）
は
、
い
ず
れ
も
、
相
手
か
ら
の
要
請

に
応
じ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
発
話
時
以
前
の
要
請
の
時
点
を
基
準

と
し
て
い
る
。
時
間
副
詞
と
し
て
の
用
法
で
は
、
（
一
四
）
（
一
五
）

（
一
七
）
の
よ
う
な
来
訪
や
退
出
が
約
半
数
を
占
め
、
（
一
六
）
の
よ

う
な
手
紙
の
贈
答
が
、
約
半
数
を
占
め
る
。
中
古
の
和
文
に
お
け
る

基
準
時
か
ら
の
時
間
最
の
小
を
表
す
時
間
副
簡
は
、
他
に
「
と
く
」

「
は
や
（
は
や
う
）
」
「
と
み
に
」
「
っ
と
」
「
に
は
か
に
」
「
た
ち
ま
ち

（
に
ご
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
「
す
な
は
ち
い
の
よ
う
に
発
話
時

以
前
の
時
間
を
基
準
に
す
る
傾
向
は
な
い
。
ま
た
会
話
文
で
は
、
「
は

や
（
は
や
う
）
」
「
と
く
い
は
相
手
へ
の
働
き
か
け
文
で
も
用
い
ら
れ

る
が
、
「
す
な
は
ち
」
が
働
き
か
け
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

中
古
の
時
間
前
の
中
で
、
「
す
な
は
ち
」
は
限
定
的
な
要
素
が
多
い
と

る
。
次
に
、
地
の
文
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

-20一



八
）
ご
」
』
に
お
は
す
る
か
ぐ
や
姫
は
、
重
き
病
を
し
給
へ

ば
、
え
出
で
お
は
し
ま
す
ま
じ
」
と
申
せ
ば
、
そ
の
返

事
は
な
く
て
、
屋
の
上
に
飛
車
を
寄
せ
て
、
「
い
ざ
、

か
ぐ
や
姫
。
織
き
所
に
い
か
で
か
久
し
く
お
は
せ
ん
」

と
一
一
お
ふ
。
立
て
篭
め
た
る
と
こ
ろ
の
一
戸
、
す
な
は
ち
、

た
ゾ
開
き
に
聞
き
ぬ
。
格
子
ど
も
h

、
人
は
な
く
し
て

聞
き
ぬ
。
（
『
竹
敢
物
語
』
六
四
・
六
）

（
一
九
）
う
か
れ
め
に
し
ろ
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。
者
し
に

つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
、
ま
ゐ
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
。
上
達

部
・
殿
上
人
・
み
こ
た
ち
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
う
け

れ
ば
、
下
に
遠
く
さ
ぶ
ら
ふ
。
「
か
う
は
る
か
に
さ
ぶ
ら

ふ
よ
し
歌
仕
う
ま
つ
れ
」
と
お
ぼ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
す

な
は
ち
ょ
み
て
泰
り
け
る
、

演
千
自
一
周
飛
び
ゆ
く
か
ぎ
り
あ
り
け
れ
ば
雲
立
つ
山
を

あ
は
と
こ
そ
み
れ

と
よ
み
た
り
け
れ
ば
、

づ
け
も
の
た
ま
ふ
。

い
と
か
し
こ
く
め
で
給
う
て
か

（
『
大
和
物
語
』

0
・三）

（二

O
）
「
あ
の
御
方
に
も
て
ま
ゐ
れ
」
と
て
、
か
へ
し
つ
。
み

た
ま
ひ
て
け
れ
ば
、
す
な
は
ち
御
か
へ
り
あ
り
。

（
『
鯖
蛤
日
記
』
二
一
一
一
一
一
・
六
）

（
二
一
）
・
：
つ
h

み
て
な
む
、
い
た
う
忍
び
侍
り
つ
る
。
今
、

そ
な
た
に
も
」
と
、
の
給
へ
り
。
す
な
は
ち
、
僧
都
ま

ゐ
り
給
へ
り
。
（
吋
源
氏
物
語
』
・
ニ
ハ

0
・五）

（
八
）
は
、
天
人
の
こ
と
ば
が
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
の
時
間
悶
惑

を
表
し
て
い
る
。
（
一
九
）
は
、
歌
を
詠
む
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
時
点

か
ら
、
（
二

O
）
は
手
紙
を
御
覧
に
な
っ
た
時
点
か
ら
「
す
ぐ
に
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
（
二
一
）
は
源
託
が
措
都
の
と
こ
ろ
に
来
訪
す
る

と
言
っ
た
時
点
か
ら
「
す
ぐ
に
」
僧
都
、
が
源
氏
を
訪
れ
る
。
地
の
文

で
は
（
一
九
）
（
一
一

O
）
の
よ
う
な
手
紙
の
贈
答
、
返
歌
な
ど
が
約
四

割
を
占
め
、
（
二
一
）
の
よ
う
な
来
訪
が
問
じ
く
四
割
を
占
め
る
。
会

話
文
と
同
様
に
、
棺
手
の
動
作
に
応
じ
て
お
り
、
そ
の
時
か
ら
起
動

ま
で
の
時
間
量
を
表
し
て
い
る
。
地
の
文
に
お
い
て
も
会
話
文
と
同

じ
傾
向
、
が
見
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
省
略
形
が
あ
る
こ
と
は
、
「
す
な

は
ち
」
に
以
上
の
よ
う
な
意
味
が
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
二
二
）
大
将
い
た
く
歎
て
、
宮
に
御
文
奉
れ
給
フ
。

今
朝
は
喜
び
て
な
ん
。
引
制
凶
引
け
円
思
ウ
給
フ
れ
ど
、

罷
で
な
ん
と
て
侍
り
つ
れ
ど
、
許
さ
せ
給
は
ね
ば
。
「
そ

の
わ
た
り
に
」
と
か
侍
り
つ
る
は
、
あ
な
古
め
か
し
ゃ

（
司
宇
津
保
物
語
』
ニ
・
一
一
一
五
八
・
二
）



中
古
の
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
の
主
な
用
法
は
、
（
1
）
名
詞
と
し

て
、
連
体
形
に
承
接
し
て
、
従
属
節
や
副
詞
句
を
作
る
も
の
、
（
2
）

名
詞
と
し
て
、
時
の
状
況
成
分
と
な
る
も
の
、
（
3
）
副
詞
と
し
て
、

時
間
関
係
を
表
す
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
1
）
は
、
動
作
・
状
態
の

終
了
と
と
も
に
、
次
の
動
作
・
状
態
が
開
始
す
る
こ
と
を
表
し
、
「
す

な
は
ち
」
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
）
は
、
時
の
状
況
成
分
と
し

て
、
時
間
軸
上
の
位
置
づ
け
を
示
す
が
、
過
去
の
時
点
を
指
示
す
る
。

た
だ
し
「
よ
り
」
を
後
接
し
、
前
の
動
作
終
了
の
時
点
の
直
後
か
ら
、

次
の
動
作
・
状
態
が
始
ま
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
3
）
は
、

棺
手
に
対
す
る
返
答
や
返
歌
、
ま
た
依
頼
に
対
す
る
訪
問
と
い
う
手

紙
や
心
中
認
で
の
能
用
例
が
多
く
、
相
手
か
ら
の
要
請
の
時
点
を
基

準
と
し
た
時
間
最
を
表
し
て
い
る
。
（
2
）（
3
）
の
主
語
は
す
べ
て

人
物
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
す
な
は
ち
」
は
名
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
前
後
の
で
き
ご
と
の
時
間
的
な
緊
密
性
を
表

す
特
徴
が
あ
る
と
蓄
え
る
。
従
属
節
や
副
詞
節
を
作
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
時
の
状
況
成
分
と
し
て
過
去
を
指
示
す
る
場
合
に
も
、
そ
の

特
徴
は
表
れ
て
い
る
。
ま
た
副
詞
と
し
て
起
動
か
ら
の
時
間
量
を
表

す
場
合
に
も
、
前
後
の
時
間
的
に
緊
密
な
意
味
を
有
し
、
担
定
的
な

場
面
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
名
前
の
意
味
と
の
共
通
点
が

出
せ
る
。

一
一
一
、
「
却
い
の
時
間
的
意
味

「
即
」
字
は
、
吋
説
文
』
五
下
に
「
就
食
品
」
と
あ
り
、
「
食
に
就
く
」

の
意
味
を
持
つ
。
「

p
」
は
、
人
の
脆
坐
す
る
形
。

J
r
は
食
絡
で
、

「
即
い
は
食
膳
に
人
が
躍
る
こ
と
を
表
す
。

『
古
代
漢
語
虚
詞
詞
典
』
（
一
九
九
九
）
に
よ
る
と
禁
制
、
「
即
」
に

は
、
副
詞
・
連
諦
・
介
前
の
用
法
が
あ
り
注
⑦
、
こ
れ
ら
虚
詞
の
用
法

は
実
詞
の
「
就
い
の
意
味
に
基
づ
い
て
い
る
。

制
調

1
動
作
・
状
況
が
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
り
、
発
生
し

た
り
す
る
こ
と
を
表
す
。

2
後
の
一
つ
の
動
作
・
状
況
が
、
前
の
動
作
・
状

況
の
発
生
や
出
現
に
緊
接
し
て
い
る
こ
と
を
表

す
。
時
間
上
の
相
承
性
を
備
え
て
い
る
。

3
人
・
事
物
・
動
作
行
為
に
つ
い
て
、
肯
定
・
強

調
・
事
実
の
説
明
が
そ
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を

表
す
。

連
調

1
仮
説
条
件

2
譲
歩
条
件

介
詞
動
作
行
為
の
発
生
・
出
現
す
る
場
所
・
時
間
を
示

、す

「
郎
」
字
は
、
「
就
い
の
意
味
に
基
づ
き
「
チ
カ
ヅ
ク
」
と
い
う
動

詞
に
由
来
す
る
。
「
即
」
字
の
持
つ
空
間
的
な
接
近
が
、
介
在
す
る
二

つ
の
事
柄
の
語
接
性
を
強
め
、
「
す
ぐ
」
「
た
だ
ち
に
」
な
ど
の
時
間

的
意
味
や
後
接
す
る
も
の
と
一
致
す
る
意
味
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
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副
調
3
の
用
法
は
、
と
り
た
て
や
換
一
言
の
用
法
を
含
む
。
本
稿
で
は
、

「
即
」
の
一
副
詞
的
用
法
に
重
点
を
お
き
、
連
一
詞
・
介
詞
の
用
法
は
取

り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
次
に
副
詞
の
例
を
挙
げ
る
。

（
二
一
一
一
）
公
知
之
、

即
救
。
」
（

四
）
今
日
不
雨
、

楚策一一一）

其
季
父
項
梁
、
梁
父
却
楚
将
項
燕
、

税
制
者
自
。
（
吋
史
記
』
項
羽
本
紀
）

先
皇
野
田
「
余
長
艦
迎
。
今
将
禍
余
、
請

伝
』
哀
公
一
四
年
）

明
日
不
雨
、
即
有
死
峠
。

（
『
戦
闘
策
』

（
二
五
）

為
秦
将
王
鶏
所

（
ニ
一
一
一
）
は
、
景
公
が
、
野
（
司
馬
子
仲
）
に
話
す
場
面
で
、

「
私
は
越
を
小
さ
い
持
か
ら
育
て
て
や
っ
た
の
に
、
今
や
私
に
災
い

を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
ど
う
か
す
ぐ
に
助
け
て
く
れ
。
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
「
即
」
は
、
副
詞
1
の
基
準
時
か
ら
の
時
間
量
の
小
を

表
す
部
認
で
、
相
手
へ
の
働
き
か
け
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
一
一
四
）

の
「
即
」
は
、
後
の
一
つ
の
動
作
・
状
況
が
、
前
の
動
作
・
状
況
の

発
生
や
出
現
に
緊
接
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
邸
調
2
の
用
法
で
あ
る
。

（
一
一
五
）
は
、
「
末
の
叔
父
を
項
梁
と
い
い
、
梁
の
父
は
他
で
も
な
く
楚

の
将
軍
項
燕
で
、
秦
の
将
輩
王
璃
に
殺
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
」
と
い
う

意
味
で
、
邸
調
3
の
用
法
で
あ
る
。

漢
文
訓
読
の
「
期
」
の
訓
と
意
味
に
つ
い
て
、
大
坪
（
一
九
八

で
は
、

訓
読
文
で
は
、
原
文
の
「
部
・
郎
・
乃
・
使
・
轍
・
廼
・
載
・

市
・
尋
・
即
使
・
尋
使
・
乃
轍
・
尋
即
」
な
ど
を
読
む
。
接
続

詞
と
い
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
意
味
を
持
つ
副
詞
的
な
用
法

を
兼
ね
る
者
が
多
い
。
（
盟
二
一
頁
）

と
述
べ
る
。
注
③
「
即
」
字
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
王
引
之
の
『
経

倍
釈
認
』
の
説
か
ら
、
「
す
ぐ
に
」
と
「
と
り
も
な
お
さ
ず
」
の
意
味

で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
読
み
は
「
す
な
は
ち
」
で
あ
っ
て
、
次

の
例
を
挙
げ
る
。

ス

サ

ハ

タ

文
殊
師
利
菩
薩
摩
詞
薩
却
チ
従
レ
（
り
｝
鹿
起
チ
テ
整
一
一
理
し
衣
服
一
を

・
大
一
策
本
生
心
地
観
経
末
期
点
八

1

2
）

「
郎
」
字
の
訓
に
つ
い
て
は
、
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
「
即
ス

ナ
ハ
チ
」
（
下
辞
字
二
九
オ
3
）
と
あ
り
、
春
日
（
一
九
六
九
）
も
「
す

な
は
ち
い
と
し
て
い
る
。
校
⑨

こ
こ
で
は
、
「
す
な
は
ち
」
と
「
即
」
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
上

代
資
料
の
司
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
司
万
葉
集
』
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
大
坪
（
一
九
八
一
）
は
、
「
『
古
事
記
』
や
吋
日
本
書
紀
』
で
は
、

文
頭
に
あ
っ
て
、
前
の
文
を
受
け
、
下
の
内
容
が
引
き
続
き
起
こ
っ

た
り
、
ま
た
は
、
前
文
の
内
容
と
下
の
文
の
内
容
と
が
一
致
す
る
こ

と
を
表
す
「
使
・
乃
・
刻
・
轍
・
却
」
な
ど
を
ス
ナ
ハ
チ
と
読
ま
せ

て
い
る
。
」
（
四
一
一
一
真
）
と
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
h

『
古
事
記
』
の
「
即
」
に
は
、
前
述
し
た
副
詞
1
、

2
、
3
の
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、
「
仮
説
条
件
」
や
コ
譲
歩
条
件
」
を

q
u
 
q
L
 



表
す
連
詞
、
「
動
作
行
為
の
発
生
・
出
現
す
る
場
所
・
時
間
を
示
す
」

介
詞
の
用
法
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
中
村
（
一
九
七
三
）
で
は
、

司
風
土
記
』
の
「
即
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
『
古

事
記
』
吋
風
土
記
』
を
対
象
に
し
た
調
査
で
も
、
以
上
の
結
果
と
同
様

で
あ
る
。
注
⑬

次
に
司
日
本
書
紀
』
及
び
『
古
事
記
』
の
例
を
挙
げ
る
。

故
伊
奨
諾
尊
、
抜
剣
背
揮
以
逃
央
。
回
投
黒
露
。
此

即
化
成
蒲
掬
。
（
司
日
本
書
紀
』
神
代
紀
上
九
三
・
一
七
）

（
一
一
七
）
故
、
入
其
野
時
、
即
以
火
廼
焼
其
野
。

（
司
古
事
記
』
九
七
・
七
）

（
二
八
）
今
将
下
地
時
、
一
品
口
一
一
品
、
汝
者
我
見
欺
一
古
田
覚
、
即
伏
最

端
和
迩
、
捕
我
悉
剥
我
衣
服
。（
『
古
事
記
』
九
コ
了
四
）

（
二
九
）
復
剣
刃
垂
血
、
是
矯
天
安
河
遺
所
在
五
百
箇
磐
石
也
。

却
比
綬
津
、
王
神
之
祖
突
。

（
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀

（ニムハ）

九
三
・
七
）

（
二
六
）
は
伊
奨
諾
尊
が
、
逃
げ
る
途
中
に
「
黒
髪
を
お
投
げ
に

な
る
と
、
こ
れ
が
す
ぐ
に
葡
萄
に
な
っ
た
。
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

（
二
七
）
は
、
「
そ
の
野
に
入
っ
た
時
、
す
ぐ
に
火
に
よ
っ
て
野
を
焼

き
払
っ
た
。
」
と
い
う
意
味
で
、
い
ず
れ
も
「
即
」
は
基
準
時
か
ら
の

時
間
量
の
小
を
表
す
。
（
二
八
）
の
「
即
い
は
、
後
の
一
つ
の
動
作
・

状
況
が
、
前
の
動
作
・
状
況
の
発
生
や
出
現
に
緊
接
し
て
い
る
こ
と

を
表
す
。
（
二
九
）
は
、
「
剣
の
刃
よ
り
垂
れ
る
血
は
、
天
安
の
河
原

に
あ
る
数
多
く
の
場
群
と
な
る
。
他
で
も
な
く
こ
れ
が
経
津
主
神
の

祖
で
あ
る
J

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
特
に
吋
古
事
記
』
に
は
、
「
即
」

…
二
八
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
副
読
1
及
び
2
の
用
法
が
主
で
、
時

間
上
に
お
け
る
前
後
の
動
作
・
状
況
の
緊
密
な
関
係
を
表
す
も
の
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
の
歌
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
登
時
」
が
一
例
の
み

認
め
ら
れ
る
が
、
題
詞
・
在
注
に
は
「
即
」
四
八
例
、
「
登
時
」
四
例

が
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
題
調
・
左
注
は
漢
文
で
警
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
使
わ
れ
る
漢
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心

を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
す
な
は
ち
」
の
訓
を
持
っ
と

考
え
ら
れ
る
「
登
時
」
と
「
即
」
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
。
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（一二

O
）
子
時
大
舎
人
安
倍
朝
臣
子
祖
父
乃
作
一
一
斯
歌
一
献
上
。

登
時
以
一
一
所
レ
募
物
銭
二
千
文
一
給
之
品
。

（
巻
一
六
・
一
一
一
八
一
一
一
九
左
注
）

一
）
右
件
王
卿
等
、
応
詔
作
歌
、

其
歌
漏
失
。

登
時
不
レ

依
次
奏
之
。

（巻

七

三
九
二
六
左
往
）



（ 

、、~

比
日
会
集
衆
諸
、
相
一
一
誘
駅
使
葛
井
連
広
成
一
、

須
レ
作
一
一
歌
詞
…
。
登
時
広
成
、
応
レ
声
、
郎
吟
司
一
此
歌
一
。

（
巻
六
九
六
二
左
注
）

（ 

一
一
） 

が
乃
衆
諸
誘
興
麿
臼
、
関
此
鎖
国
共
雑
器
狐
撃
河
橋
等

物
、
盤
作
寄
者
、
即
態
啓
作
此
歌
山
山
。

（
巻
一
六
・
一
一
一
八

一四一左注）

（一一一

O
）
は
、
本
一
口
人
親
王
が
歌
を
作
る
よ
う
に
命
じ
た
と
こ
ろ
、

大
舎
人
安
倍
朝
臣
子
祖
父
と
い
う
者
が
、
こ
の
歌
を
作
っ
て
悲
し
上

げ
た
と
い
う
前
文
を
受
け
て
、
「
そ
の
時
す
ぐ
に
」
募
り
集
め
た
物
と

銭
二
千
文
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
「
査
時
」
は
、
歌
を
献
上
し
た
直
後

に
褒
美
を
賜
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
（
一
一
二
）
は
、
「
布
の
各
王

卿
た
ち
が
、
認
に
答
え
て
歌
を
作
っ
て
、
序
列
に
従
っ
て
そ
れ
を
奏

上
し
た
。
そ
の
時
す
ぐ
に
記
録
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
歌
詞
に
つ
い

て
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
登

時
」
は
、
前
述
し
た
小
島
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
ソ
ノ
ト
キ
（
「
即

時
」
）
と
も
ス
ナ
ハ
チ
（
短
時
間
を
一
不
す
ス
ナ
ハ
チ
）
の
意
と
も
な
る
。

（
一
二
二
）
は
、
「
こ
の
日
集
ま
っ
た
人
々
が
駅
使
の
葛
井
連
広
成
に
誘

い
か
け
て
、
『
歌
を
作
れ
』
と
一
一
出
回
っ
た
。
そ
の
時
広
成
は
そ
の
一
言
葉
に

応
じ
て
、
す
ぐ
に
こ
の
歌
を
吟
じ
た
。
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
「
登

時
い
と
「
即
」
が
共
に
用
い
ら
れ
、
「
登
時
」
は
時
間
指
示
を
一
不
す
時

の
状
況
成
分
と
な
り
、
「
即
」
は
起
動
か
ら
の
時
間
量
を
表
す
時
間
副

謂
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
（
一
二
三
）
は
、
「
即
感
脅
作
此
歌
山
出
。
で

（
一
一
一
一
一
）
と
同
じ
よ
う
な
状
況
を
「
即
」
の
み
で
表
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
歌
を
献
上
す
る
行
為
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
「
即
」
の
用
法
は
、
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。

（
一
一
一
四
）
藤
原
郎
女
間
之
即
和
歌
一

（
一
一
一
五
）
還
入
故
郷
家
、
即
作
詩
一
一
一

（
巻
由
・
七
六
六
題
詞
）

（
巻
三
四
五
題
詞
）

（
一
一
一
回
）
は
、
「
藤
原
郎
女
が
こ
れ
を
開
い
た
時
に
す
ぐ
に
答
え
た

歌
」
で
、
合
一
一
五
）
は
、
「
故
郷
の
家
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
作
っ
た
歌
」

で
あ
る
。
「
登
時
」
と
「
部
」
に
は
、
近
似
し
た
意
味
と
機
能
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
上
代
資
料
の
「
す
な
は
ち
」
に
つ
い

て
は
、
（
一
）
の
『
万
葉
集
』
の
歌
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

仮
名
書
き
の
確
例
が
な
い
こ
と
に
よ
る
が
、
題
詞
・
在
注
の
「
登
時
」

と
「
即
」
の
用
法
の
類
似
や
「
即
」
の
例
の
多
さ
を
見
る
時
、
「
す
な

は
ち
」
と
の
関
係
を
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
勅
撰
集
の
詞
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
す
な
は
ち
」
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
が
、
『
万
葉
集
h

の
用
法
と
向
様
、
前
の
動
作
の
終
了

時
点
に
近
接
し
て
次
の
動
作
が
起
こ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

時
間
量
の
小
を
表
す
副
詞
で
あ
る
。

に
Uつ白

（一一一六）

延
喜
御
時
、
御
む
ま
を
つ
か
は
し
て
は
や
く
ま
い
る

へ
き
よ
し
お
ほ
せ
っ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
、
す
な
は



ち
ま
い
り
て
お
ほ
せ

か
は
し
け
る

（
吋
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
六
・
雑
歌

う
け
た
ま
は
れ
る
人
に
つ

四
四

（一一一七）

日
の
使
に
ま
か
り
で
、

も
と
に
つ
か
は
し
け
る

（
吋
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
賀
一

九
Fじ

か
へ
り
で
す
な
は
ち
女
の

こ
の
よ
う
に
和
歌
の
贈
答
の
の
中
に
、
「
す
な
は
ち
」
は
入
り

込
み
、
和
歌
の
詞
書
き
や
物
語
中
の
歌
の
や
り
も
ら
い
の
場
闘
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
す
な
は

ち
」
の
本
質
的
な
前
後
を
緊
密
に
結
び
つ
け
る
意
味
が
、
他
者
と
の

や
り
と
り
に
お
い
て
好
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

四
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
即
チ
」
と
「
す
な
は
ち
」

中
古
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
す
な
は
ち
」
の
用
字
に
つ
い
て
は
、

峰
山
伴
明
（
一
九
八
六
）
が
、
専
ら
「
mw
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
汁
お
山
口
（
一
九
九
八
）
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

「
即
チ
」
四
四
一
例
に
に
つ
い
て
、
文
体
印
象
と
の
関
わ
り
を
中
心

に
詳
し
い
調
査
を
行
い
、
そ
の
特
質
を
「
平
安
和
文
な
ど
に
お
い
て

の
意
味
・
用
法
と
問
機
に
、
二
つ
の
事
態
の
間
の
時
間
的
間
隔
の
短

さ
を
表
現
す
る
。
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
詰
）
間
集
の
天
仙
一
一
・
震
日
一

部
に
は
三
八
二
例
、
本
朝
仏
法
部
・
本
朝
世
俗
部
に
は
五
九
例
と
概

括
的
に
は
漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
の
対
立
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
「
郎
チ
」
を
一
括
し
て
、
平
安
和
文
の
用
法
と

閉
じ
で
あ
る
と
し
た
点
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
前
節
で
「
す

な
は
ち
い
と
「
即
」
の
用
法
を
考
察
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ

で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
即
チ
」
を
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
と
を

比
較
検
討
す
る
。

ま
ず
、
明
ら
か
に
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
の
用
法
と
考
え
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、
連
体
形
に
承
接
し
て
、
従
属
節
を
作
る
も
の
が
四
例

挙
、
げ
ら
れ
る
。

（
一
二
八
）
「
馬
ヨ
リ
落
サ
セ
給
ツ
ル
部
チ
、
御
冠
ヲ
不
奉
デ
、
元

期
ニ
由
元
シ
事
ヲ
パ
被
仰
ツ
ル
ゾ
。
」

（
巻
二
八
第
七
五
・
六
九
・
八
）

こ
の
他
「
此
ノ
皇
子
ハ
落
入
リ
ケ
ル
即
チ
」
（
巻
二
第
二
六
・
二
ハ

七
・
六
）
、
「
｛
口
問
ニ
還
ラ
ム
却
チ
」
（
巻
一
一
一
第
一
一
五
・
二
四
六
・
一
）
が

あ
り
、
承
接
す
る
時
制
を
選
ば
な
い
こ
と
は
、
和
文
と
同
じ
で
あ
る
。

漢
字
「
即
」
に
は
、
動
詞
に
承
接
す
る
用
法
は
な
く
、
こ
れ
は
和
文

の
用
法
と
雷
え
る
。

次
に
、
名
詞
と
し
て
、
時
の
状
況
成
分
と
な
る
も
の
を
見
る
と
、

「
ハ
」
を
後
接
す
る
も
の
が
一
例
の
み
あ
り
、
他
は
単
独
で
文
中
・

文
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
は
「
よ
り
」
を
後

接
し
、
前
の
動
作
・
事
態
の
終
了
の
時
点
か
ら
、
次
の
動
作
が
開
始

す
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
吋
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
よ
り
」
を

au 
n，ゐ



後
接
し
た
も
の
は
例
も
な
い
。

（
三
九
）
継
母
「
此
ノ
見
ヲ
何
デ
失
テ
ム
」
ト
思
フ
心
深
ク
シ

テ
（
中
略
）
海
ニ
落
シ
入
レ
ツ
。
其
レ
ヲ
即
ハ
不
公

ズ
シ
テ
、
帆
ヲ
上
テ
走
ル
船
ノ
程
ニ
暫
許
有
テ
、
「
若

君
落
入
リ
給
ヒ
ヌ
」
ト
云
テ
、
継
母
叫
テ
泣
キ
駕
シ

ル
。
（
巻
一
九
第
二
九
・
一
一
九
・
八
）

（四

O
）
匂
有
ル
ニ
此
レ
ヲ
録
シ
テ
云
ク
、
「
貞
観
十
一
年
ニ
、

法
義
ガ
父
ノ
使
、
禾
ヲ
苅
ル
。
法
義
、
即
チ
、
目
ヲ

見
張
テ
私
ニ
駕
テ
不
孝
也
」

（
巻
七
第
四
八
・
一
七
九
・
二
ハ
）

（
四
一
）
葬
送
ノ
日
、
外
道
、
其
ノ
所
ニ
集
テ
此
ヲ
見
ル
。
又
、

梯
来
給
ヘ
リ
。
即
チ
、
炎
ノ
中
ニ
十
一
一
一
歳
許
ノ
童
有

リ
、
形
端
正
ナ
ル
事
元
限
シ
。

（
巻
一
第
一
五
・
八
四
・
一
回
）

（
一
一
一
九
）
の
「
郎
ハ
」
は
、
継
母
が
子
供
を
海
に
投
げ
入
れ
た
時

点
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
「
暫
許
有
一
ア
」
に
対
し
て
「
そ
の
時
は
す

ぐ
に
一
一
一
一
口
わ
な
い
で
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る

時
間
指
示
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
起
動
か
ら
の
時
間
量
の
小
の
意
味

を
含
む
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
四

O
）
は
、
父
の
使
い
が
粟
を
刈
る
時

点
を
指
し
て
い
る
。
（
四
一
）
は
、
文
頭
に
あ
っ
て
、
前
文
の
仏
が
来

た
時
点
を
指
示
し
て
お
り
、
「
即
」
の
二
つ
の
動
作
・
事
態
を
緊
密
に

結
び
つ
け
る
性
質
が
、
文
の
連
接
の
上
で
効
果
的
に
働
い
て
い
る
。

「
す
な
は
ち
」
が
動
作
の
終
了
の
時
点
を
基
準
と
し
た
「
す
な
は
ち

よ
り
」
に
限
定
し
た
用
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
即
チ
」
は
、
前
後

の
時
間
的
な
緊
密
性
を
「
そ
の
時
」
と
い
う
待
問
指
示
の
形
に
よ
っ

て
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
吉
典
大
系
吋
今
昔
物
語
集
h

第
二
冊
の
補
注
で
山
田
、
が
「
却
い
に
つ
い
て
、
「
そ
の
時
」
と
解
せ
ら

れ
る
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。

次
に
副
認
と
し
て
、
起
動
か
ら
の
時
間
最
を
表
す
も
の
に
は
、
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

（
四
）
国
王
ト
テ

ハ
ク
、
「
其
ノ
母
ヲ
召
シ
テ
司
被
問
キ
也
」

ス
ニ
、
即
チ
、
忍
シ
ニ
随
テ
母
参
リ
ヌ
。

（
巻
九
第
四
・
一
九
二
・
二
ハ
）

（
四
一
二
）
満
財
ガ
云
ク
、
「
我
ガ
許
ニ
五
百
ノ
銀
有
リ
。
其
ノ
第

一
ヲ
取
テ
来
レ
」
ト
。
即
持
来
レ
リ
。

（
巻
一
第
一
七
・
八
一
・
一
一
）

（
四
四
）
其
ノ
時
ニ
、
提
婆
逮
多
、
我
ガ
手
ノ
指
ノ
端
一
一
毒
ヲ

塗
テ
悌
ノ
御
足
ヲ
礼
シ
奉
ル
操
ニ
テ
毒
ヲ
付
ム
ト

為
ル
ニ
、
審
制
升
饗
ジ
テ
薬
ト
成
テ
庇
ズ
癒
給
ヒ
ヌ
。

（
春
一
第
一

0
・
七
五
・
六
）

（
四
五
）
二
ノ
手
ニ
各
一
ノ
金
ノ
銭
有
リ
。
父
母
此
ノ
銭

ヲ
取
ル
ニ
、
即
チ
亦
開
ク
有
川
ノ
。

（
巻
二
第
一

0
・
・
二
ニ
八
・
七
）

（
四
六
）
「
但
シ
、
其
ノ
人
ノ
死
シ
時
、
自
ノ
髪
ヲ
切
テ
キ
。
市

ル
ニ
、
其
ノ
置
ク
所
ヲ
隠
シ
テ
我
レ
ニ
不
一
五
ザ
リ
ノ
キ
。

剛
到
、
其
ノ
髪
置
キ
給
ケ
ム
所
ヲ
教
へ
給
へ
」

η
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（
巻
七
第
二
六
・
一
五
五
・
三
）

（
間
二
）
は
文
中
に
、
（
顕
一
ニ
）
は
文
頭
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
相
手
の
要
請
に
応
じ
て
「
す
ぐ
に
」
行
動
す
る
場
合
で
あ
っ

て
、
和
文
に
多
く
見
ら
れ
た
用
法
で
あ
る
。
（
西
田
）
（
四
五
）
は
、

「
毒
、
が
す
ぐ
に
変
化
し
て
薬
と
な
る
」
、
「
（
銭
、
が
）
す
ぐ
に
ま
た
手
の

中
に
あ
る
」
で
、
い
ず
れ
も
無
生
物
主
語
で
あ
る
。
（
四
六
）
は
、
「
君
、

す
ぐ
に
そ
の
髪
を
置
い
た
所
を
お
教
え
下
さ
い
」
と
い
う
相
手
に
対

す
る
働
き
か
け
で
あ
り
、
漢
文
に
見
ら
れ
た
用
法
で
あ
る
。
司
今
昔
物

詩
集
』
で
は
、
時
間
副
詞
の
用
法
が
最
も
多
く
、
実
に
多
彩
な
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
和
文
の
「
す
な

は
ち
」
は
、
働
き
か
け
文
に
は
住
用
さ
れ
な
い
、
人
以
外
が
主
一
時
間
に

な
る
こ
と
は
な
い
等
の
限
定
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
司
今
昔

物
語
集
』
の
「
即
」
と
「
す
な
は
ち
」
を
比
較
し
、
そ
の
相
違
点
の

端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
神
山
〈
W

ト

玉
、
お
わ
り
に

古
代
一
時
間
「
す
な
は
ち
」
が
「
却
」
と
の
関
わ
り
ゃ
｝
持
つ
こ
と
は
、

従
来
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
「
す
な
は
ち
」
の
意
味
を
再
考
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
す
な

は
ち
」
の
本
質
、
が
継
起
的
な
時
間
関
係
を
表
す
こ
と
か
ら
、
中
古
の

和
文
の
「
す
な
は
ち
」
の
時
間
的
意
味
に
焦
点
を
当
て
て
、
意
味
・

機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
（
1
）
名
詞
と
し
て
、
連
体

形
に
承
接
し
て
、
従
属
節
や
副
詞
句
を
作
る
も
の
は
、
動
作
・
状
態

の
終
了
と
と
も
に
、
次
の
動
作
・
状
態
が
開
始
す
る
こ
と
を
表
し
、

「
す
な
は
ち
い
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
）
名
詞
と
し
て
、
持
の

状
況
成
分
と
な
る
も
の
は
、
時
間
軸
上
の
位
置
づ
け
を
恭
し
、
過
去

の
時
点
を
指
示
す
る
。
た
だ
し
「
よ
り
」
を
後
接
し
、
前
の
動
作
終

了
の
時
点
の
度
後
か
ら
、
次
の
動
作
・
状
態
が
始
ま
る
場
合
に
限
定

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
3
）
副
認
と
し
て
、
時
間
関
係
を
表
す
も

の
は
、
相
手
か
ら
の
要
詩
の
時
点
を
基
準
と
し
た
時
間
量
の
小
を
表

し
て
い
る
。
「
す
な
は
ち
」
の
名
前
の
用
法
は
、
前
後
の
で
き
ご
と
の

時
間
的
な
緊
密
性
を
表
し
、
従
属
節
や
副
知
節
を
作
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
時
の
状
況
成
分
と
し
て
過
去
を
指
示
す
る
場
合
に
も
、
そ
の

特
徴
は
表
れ
て
い
る
。
ま
た
副
詞
と
し
て
起
動
か
ら
の
時
間
最
の
小

を
表
す
場
合
に
も
、
前
後
の
緊
密
な
時
間
的
意
味
を
有
し
、
名
詞
の

意
味
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

上
代
の
『
万
葉
集
』
の
題
詞
・
左
注
に
認
め
ら
れ
る
「
即
」
「
登
時
」

に
は
、
類
似
し
た
意
味
が
見
ら
れ
、
和
歌
の
詩
書
き
や
物
語
中
の
散

の
や
り
も
ら
い
の
場
面
で
使
用
さ
れ
る
「
す
な
は
ち
い
と
の
関
係
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
中
古
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
即
チ
」
と
の
比

較
に
よ
っ
て
、
時
の
状
況
成
分
や
主
語
の
種
類
、
働
き
か
け
文
で
の

使
用
な
ど
、
和
文
の
「
す
な
は
ち
」
の
用
法
が
よ
り
限
定
的
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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〔
止
河
口

①
山
田
孝
雄
一
九
三
五
『
漢
文
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
』

宝
文
館

春
日
政
治
一
九
六
九
『
商
大
寺
本
金
光
明
日
培
勝
王
経
古
点
の
国
語

学
的
探
究
』
勉
誠
社

②
小
島
憲
之
一
九
六
回
『
上
代
田
本
文
学
と
中
国
文
学
上
中
下
！

出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
学
的
考
察
』
塙
書
店

③
吉
田
金
彦
・
築
島
裕
・
ナ
伺
塚
精
通
・
月
本
雅
幸
縞
『
訓
点
語
辞
典
』

東
京
堂
出
版

④
仁
田
義
雄
一
一

O
O
一
一
『
一
割
前
的
表
現
の
諸
棺
』
く
ろ
し
お
出
販

⑤
秋
山
ま
ど
か
一
九
九
八
「
吋
す
な
は
ち
』
孜
i
上
古
・
中
吉
を
中
心

に
l
」
司
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
葉
語
法
論
叢
』
桜
楓
社

⑥
中
国
社
会
科
学
院
語
一
一
一
一
口
研
究
所
古
代
漢
語
研
究
室
繍
一
九
九
九

吋
古
代
漢
語
虚
認
謁
典
』
商
務
印
書
館

⑦
連
認
は
、
匂
と
句
、
文
と
文
を
繋
ぐ
働
き
を
す
る
。
介
詞
は
、
目

的
語
を
伴
い
、
介
詞
句
を
構
成
し
て
、
方
向
・
場
所
・
時
間
・
対

象
等
を
表
す
。
「
子
」
「
自
」
等
が
あ
る
。

③
大
坪
併
治
一
九
八
一
『
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
諾
の
文
法
』
風

問
書
一
毘

⑨
春
日
政
治
一
九
六
九
司
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語

学
的
研
究
』
勉
誠
社

⑩
中
村
宗
彦
一
九
七
一
一
二
風
土
記
に
お
け
る
『
却
』
の
用
法
」
『
大
谷

女
子
大
学
紀
要
』

7

⑪
峰
山
序
明
九
八
六
「
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京

大
学
出
版
会

⑫
山
口
綾
子
一
九
九
八
品
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
『
郎
』
｜
主
と

し
て
文
体
印
象
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
！
」
『
人
文
科
学
研
究
報

告
』
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）

5
6

⑬
司
今
昔
物
語
集
』
に
は
次
の
例
の
よ
う
に
、
接
続
詞
と
し
て
、
前

文
ま
た
は
語
の
言
い
換
え
を
表
す
も
の
も
認
め
ら
れ
る
が
本
稿
で

は
取
り
扱
わ
な
い
。

其
死
人
即
我
子
出
。
（
巻
七
第
四
八
一
一
・
一
一
一

O
八
・
五
）

一
一
一
賓
ノ
物
ヲ
誤
用
シ
テ
罪
ヲ
得
ル
事
元
限
シ
。
我
ガ
持
テ
ル
一
助

ノ
経
ハ
、
即
チ
此
レ
金
剛
般
若
経
也
。（
巻
第

29ー

一． 
一
） 

〔
調
査
資
料
〕

日
本
古
典
文
学
大
系
（
吋
日
本
書
紀
』
司
万
葉
集
』
『
竹
取

物
語
』
司
大
和
物
語
』
吋
落
窪
物
語
』
吋
宇
津
保
物
語
』
『
源
氏
物
語
』

コ
査
化
物
語
』
吋
輔
蛤
日
記
』
吋
枕
草
子
』
空
白
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和

歌
集
』
吋
拾
遺
和
歌
集
』
『
今
昔
物
語
集
』
岩
波
書
店
）
新
釈
漢
文
大

系
（
明
治
書
院
）


